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たのしいな！！ じいちゃん、ばあちゃんと

平成30年１月25日
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○
福
祉
灯
油
購
入
費
助
成
事
業

�

２
２
５
万
円

○
農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業

�

１
２
０
万
円

○
貸
工
場
整
備
設
計
業
務

�

　
８
０
０
０
万
円

○
公
有
財
産
購
入
事
業

�

７
０
０
０
万
円

○
道
路
維
持
工
事

�

２
６
０
３
万
円

○
用
排
水
路
整
備
工
事

�

１
４
１
０
万
円

○
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
対
策
事
業

�
２
８
８
万
円

○
災
害
復
旧
事
業

�

１
９
０
万
円

新
し
い
条
例

◇
障
が
い
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
共
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
町
づ
く
り
条
例

　

全
て
の
町
民
が
差
別
な

く
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
く
社
会
の
実
現
に
む
け

て
条
例
を
設
定
し
ま
す
。

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
産
業
集
積
の
形
成
及
び

活
性
化
の
た
め
固
定
資
産

税
の
課
税
免
除
条
例

　

法
則
の
施
行
に
伴
う
一

部
を
改
正
し
規
定
整
備
を

行
う
も
の
で
す
。

◇
長
寿
祝
い
金
支
給
条
例

　

29
年
12
月
31
日
で
失
効

す
る
こ
と
に
伴
い
、
引
き

続
き
支
給
す
る
た
め
に
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
人
　
事

◇
人
権
擁
議
委
員

　

委
員

　
萩
生　

伊
藤
幸
子 

氏

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
引

き
続
き
委
員
に
推
薦
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の

一
部
変
更

◇
手
ノ
子
地
区
農
業
集
落

排
水
事
業
管
路
工
事
（
第

一
工
区
）

　

設
計
変
更
に
伴
い
、
契

約
金
増
額
及
び
工
期
延
長

と
な
り
ま
す
。

◇
道
路
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

工
事

　

請
負
契
約
金
額
を
変
更

す
る
も
の
で
す
。

町税・ふるさと納税町税・ふるさと納税 見込額より上回る見込額より上回る各会計
補正予算

12月定例会概要
　12月７日から15日までの９日間、定例会が開催されました。
　各会計補正予算11件、条例の設定・改正３件。工事請負契約変更２件、人事案件１件の
17件を審査し、すべて原案のとおり全会一致で可決しました。一般質問は５人でした。

　
主
　
な
　
歳
　
出
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町税・ふるさと納税町税・ふるさと納税 見込額より上回る見込額より上回る各会計
補正予算
◆一般会計
〔歳　入〕 （単位：万円）

款 補正前の額 補　正　額 計 補正の主な補正
町 税 5億9005 2000 6億1005 個人町民税の増
地 方 交 付 税 27億5753 410 27億6163 普通地方交付税
使用料及び手数料 7771 6 7777 椿墓地使用料

国 庫 支 出 金 5億1780 ▲5712 4億6068 携帯電話等エリア整備事業費
補助金

県 支 出 金 5億4905 1273 5億6178 無線システム普及支援事業費
補助金

寄 附 金 1億1258 3000 1億4258 ふるさと寄附金
繰 入 金 7億1253 ▲5000 6億6253 財政調整基金
諸 収 入 8425 165 8590 雑入

町 債 11億9880 ▲250 11億9630 山王原農地整備事業債
手ノ子農地整備事業債

補 正 さ れ な
か っ た 款 の 額 3億9429 0 3億9429

歳 入 合 計 69億9459 ▲4108 69億5351

〔歳　出〕 （単位：万円）
款 補正前の額 補　正　額 計 補正の主なもの

議 会 費 7939 ▲4 7935 手数料
総 務 費 9億8450 1803 10億0253 報償費
民 生 費 13億3937 698 13億4635 扶助費、繰出金
衛 生 費 3億4118 ▲1450 3億2668 国民健康保険直診勘定繰出金
農 林 水 産 費 10億3336 ▲2834 10億0502 工事請負費、交付金
商 工 費 9億1795 94 9億1889 貸工場整備設計業務費
土 木 費 7億0763 ▲2469 6億8294 道路維持工事
教 育 費 7億2726 ▲168 7億2558 時間外手当
災 害 復 旧 費 4474 222 4696 災害復旧委託費
補 正 さ れ な
か っ た 款 の 額 8億1921 0 8億1921

歳 出 合 計 69億9459 ▲4108 69億5351

◆特別会計 （単位：万円）
会　計　名 補正前の額 補　正　額 計 補正の主なもの

国　民
健康保険

事業勘定 8億9273 125 8億9398 精査によるもの
直診勘定 1億5405 ▲2440 1億2965 医師給与の減

後 期 高 齢 者 医 療 8507 ▲104 8403 負担金の減
介 護 保 険 11億2466 388 11億2854 精査によるもの
介護老人保健施設 3億2495 ▲1112 3億1383 職員給与の減
下 水 道 事 業 7億1395 7 7億1402 生活排水手数料の減
萩 生 財 産 区 40 11 51 基金積立
添 川 財 産 区 270 25 295 　 〃
中 津 川 財 産 区 551 ▲100 451 造林事業の減

補正前の額 補　正　額 計
水 道 事 業 2億0811 75 2億0886 料金納付書印刷代
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一般質問
しあわせに暮らせる　　　
夢あるまちづくりのために
しあわせに暮らせる　　　
夢あるまちづくりのために

町
長　
現
在
、
高
齢
者
世

帯
に
対
す
る
対
策
と
し
て
、

「
除
雪
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事

業
」
「
除
雪
費
支
給
事

業
」
「
宅
道
除
雪
事
業
」

等
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、

間
口
除
雪
等
は
要
望
が
多

い
現
状
で
す
。
今
年
度
中

に
モ
デ
ル
地
区
を
選
定
し
、

雪
対
策
に
係
る
支
え
合
い

事
業
を
試
験
的
に
行
い
、

全
町
的
な
事
業
を
展
開
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
中
に

モ
デ
ル
地
区
を
選
定

○
３
期
目
の
町
政
運
営
に
つ
い
て

○
健
康
長
寿
日
本
一
を
目
指
す

　
取
り
組
み
は　

○
町
職
員
の
管
理
に
つ
い
て

質
問　
町
政
、
か
じ
取
り

の
方
向
性
に
つ
い
て
。

産
業
集
積
に
努
力

町
長　
「
自
然
文
化
と
最

先
端
科
学
技
術
が
融
合
す

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
、
人
材
の
育
成
と
最
新

技
術
を
駆
使
し
た
産
業
集

積
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

質
問　
高
齢
者
宅
の
雪
対

策
は
。

質
問　
健
康
日
本
一
を
目

指
す
に
は
。

町
長　
県
の
「
健
康
長
寿

日
本
一
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
」
に
関
連
す
る
町

事
業
と
し
て
「
や
ま
が
た

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
普
及

促
進
」
や
「
健
康
元
気
い

い
で
町
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

「
糖
尿
病
等
の
重
症
化
予

防
」
等
の
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
継
続
・
推
進
し
ま
す
。

質
問　
町
職
員
の
管
理
に

つ
い
て
。

町
長　
管
理
職
と
一
般
職

の
違
い
と
し
て
、
管
理
職

に
は
指
揮
統
率
能
力
、
政

策
形
成
能
力
、
組
織
経
営

能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
は
、
公
務
員
と
し

て
の
基
本
的
な
知
識
や
自

覚
、
新
た
な
政
策
課
題
設

定
や
具
体
的
政
策
の
提
案

等
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
住
民
の
要
望

に
応
じ
ら
れ
ず
、
お
叱
り

を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
職
員
に
は
、
積
極
的

に
町
民
と
交
わ
り
、
真
摯

に
聞
く
よ
う
に
指
導
し
ま

す
。

産
業
集
積
に
努
力

基
本
方
針
に
基
づ
き

対
処

行
政
本
位
の
意
識
で

鈴
木
敏
夫
議
員
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長
沼
桂
子
議
員

○
米
沢
牛
の
主
要
産
地
と
し
て

　
　
　
　
　
　
継
承
し
て
い
く
施
策
は

○
畜
産
団
地
の
造
成
と
進
め
方
は

○
県
単
独
事
業
へ
の
補
助
金
の
嵩
上
げ
は

質
問　
本
町
は
、
ブ
ラ
ン

ド
牛
「
米
沢
牛
」
の
約
40

㌫
を
生
産
し
て
い
る
が
、

今
後
と
も
主
要
産
地
と
し

て
ど
の
よ
う
な
施
策
で
継

承
し
て
い
く
の
か
。

町
長　
日
本
の
黒
毛
和
牛

の
中
で
、
５
銘
柄
し
か
認

定
さ
れ
て
い
な
い
「
地
理

的
表
示
保
護
制
度
」
に
、

米
沢
牛
が
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
本
町
に
お
い
て
も
最

も
名
声
の
高
い
特
産
品
と

質
問　
畜
産
を
生
業
と
す

る
た
め
に
は
、
繁
殖
か
ら

肥
育
ま
で
の
一
貫
経
営
に

移
行
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
今
の
ま
ま
の

牛
舎
で
は
、
地
域
の
方
々

か
ら
理
解
を
得
る
こ
と
は

難
し
い
。

　
そ
こ
で
、
畜
産
団
地
を

造
成
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
団
地
造
成
の
考

え
と
進
め
方
は
。

町
長　
畜
産
後
継
者
の
育

成
や
、
住
宅
地
と
畜
舎
の

す
み
分
け
な
ど
、
今
後
の

畜
産
振
興
を
図
る
う
え
で

「
繁
殖
の
基
盤
強
化
」
は

大
事
だ
と
考
え
ま
す
。

　

用
地
の
選
定
や
地
域
環

境
に
配
慮
し
、
調
和
し
た

仔
牛
の
生
産
拠
点
整
備
に

段
階
を
経
な
が
ら
一
歩
前

に
踏
み
出
し
て
い
き
ま

す
。

望まれる安定経営

な
り
ま
し
た
。

　

仔
牛
や
飼
料
価
格
の
高

騰
、
産
地
間
競
争
の
激
化

や
環
境
問
題
へ
の
対
応
な

ど
、
畜
産
業
は
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

畜
産
の
収
益
性
を
向
上

さ
せ
る
た
め
、
地
域
一
貫

を
目
指
す
生
産
拡
大
、
耕

畜
連
携
に
よ
る
コ
ス
ト
削

減
、
循
環
型
農
業
の
取
り

組
み
な
ど
で
、
米
沢
牛
の

生
産
振
興
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

生
産
拡
大
や耕畜

連
携
で

質
問　
議
員
研
修
で
訪
れ

た
宮
崎
県
串
間
市
と
日
南

市
で
は
、
国
の
単
独
事
業

に
、
国
の
補
助
と
同
率
に

な
る
よ
う
嵩
上
げ
し
て
い

た
。
ま
た
、
県
内
の
畜
産

を
振
興
し
て
い
る
主
要
市

町
村
で
も
実
施
し
て
い

る
。

　
若
者
が
本
町
に
定
住
す

る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
嵩
上

げ
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

町
長　
国
の
畜
産
ク
ラ
ス

タ
ー
事
業
は
下
限
条
件
な

ど
の
制
約
が
あ
る
た
め
、

活
用
し
に
く
い
事
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
に
は
町
が
補
助
す
れ

ば
協
調
補
助
と
し
て
、
国

の
補
助
と
同
率
の
２
分
の

１
に
な
る
よ
う
な
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

飯
豊
町
で
畜
産
を
や
っ

て
み
た
い
と
い
う
新
規
就

農
者
な
ど
の
定
住
に
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
来
年
度

か
ら
の
協
調
補
助
の
実
施

に
向
け
、
検
討
し
て
い
ま

す
。

繁
殖
の
基
盤
強
化
は

必
要
不
可
欠

来
年
度
か
ら

補
助
金
の
嵩
上
げ
検
討

一般質問
若者に

魅力のある畜産振興を
若者に

魅力のある畜産振興を
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一般質問
町民の要望を
　しっかり把握し 町政へ
町民の要望を
　しっかり把握し 町政へ

質
問　
山
大
ｘ
Ｅ
Ｖ
研
究

セ
ン
タ
ー
事
業
で
は
、
意

味
の
あ
る
結
果
が
出
て
い

る
か
。

町
長　
町
民
生
活
と
の
関

り
で
は
、
交
流
人
口
の
拡

大
で
企
業
の
関
係
者
等
が

多
数
来
町
し
、
宿
泊
や
飲

食
、
地
場
産
品
の
購
入
及

び
タ
ク
シ
ー
利
用
な
ど
で

経
済
効
果
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
既
存
企
業
と

町
民
と
一
体
と
な
り

実
証
実
験
を

○
町
民
の
要
望
を
把
握
し
て
い
る
か

○
山
大
ｘ
Ｅ
Ｖ
等
の
事
業
で
結
果
は
ど
う
か

○
小
学
校
統
廃
合
問
題
は

○
遊
休
地
・
遊
休
施
設
を
ど
う
す
る

質
問　
住
民
の
要
望
を
ど

の
よ
う
に
把
握
し
、
事
業

を
し
て
い
る
か
。

町
長　
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

地
域
づ
く
り
座
談
会
な
ど

を
と
お
し
て
意
見
や
提
言

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

職
員
に
対
し
て
は
、
積

極
的
に
外
に
出
て
住
民
の

声
を
拾
い
上
げ
る
よ
う
指

示
し
て
い
ま
す
。

の
実
証
実
験
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。

質
問　
小
学
校
統
合
の
年

度
は
決
定
し
て
い
る
か
。

町
長　
児
童
数
の
減
少
に

伴
い
、
平
成
33
年
に
３
学

級
し
か
な
い
完
全
複
式
学

級
に
な
る
学
校
が
で
る
見

込
み
で
す
。
集
団
と
し
て

の
活
動
機
会
が
少
な
く
な

り
、
機
能
を
発
揮
で
き
な

く
な
る
こ
と
か
ら
、
統
合

の
検
討
も
必
要
で
す
。

　

慎
重
に
進
め
る
こ
と
が

大
事
で
、
保
護
者
や
地
域

向
け
の
検
討
会
を
設
置
し
、

町
の
押
し
付
け
が
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。

質
問　
遊
休
地
・
遊
休
施

設
の
利
活
用
で
無
償
譲
渡

等
が
あ
る
が
。

町
長　
遊
休
地
で
、
活
用

ニ
ー
ズ
や
売
却
の
可
能
性

が
高
い
と
思
わ
れ
る
宅

地
・
雑
種
地
を
対
象
に
売

却
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

旧
中
津
川
小
中
学
校
は
、

昨
年
度
よ
り
中
津
川
む
ら

づ
く
り
協
議
会
に
町
が
参

画
し
、
利
活
用
に
つ
い
て

住
民
の
方
々
と
膝
を
交
え

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

無
償
譲
渡
で
も
価
値
が

出
る
の
な
ら
、
企
業
の
誘

致
を
加
速
す
る
手
段
と
し

て
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

地
域
で
の座談

会
な
ど
で

保
護
者
、
地
域
と
の

話
し
合
い
で

広
報
を
活
用
し
て

購
入
希
望
者
を
募
る

古
山
繁
巳
議
員

どう活かす　遊休地・遊休施設
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髙
橋
亨
一
議
員

○
米
政
策
の
見
直
し
は

○
中
山
間
地
域
の
農
業
は

質
問　
国
で
は
平
成
30
年

度
か
ら
米
政
策
の
見
直
し

を
行
う
。
そ
の
対
応
と
目

標
を
達
成
す
る
施
策
は
。

町
長　
平
成
30
年
度
か
ら

国
が
コ
メ
の
生
産
数
量
目

標
の
配
分
と
、
10
㌃
当
た

り
７
５
０
０
円
の
交
付
金

を
廃
止
し
ま
す
。

　

需
要
に
応
じ
た
米
の
価

格
安
定
の
た
め
、
県
か
ら

市
町
村
別
の
生
産
目
安
が

提
示
さ
れ
ま
す
。

　

転
作
拡
大
地
域
が
目
安

を
達
成
し
た
場
合
は
、
加

質
問　
米
の
直
接
支
払
交

付
金
が
来
年
度
か
ら
廃
止

と
な
る
と
、
大
規
模
農
家

や
農
業
法
人
は
大
き
な
収

入
減
と
な
り
、
経
営
に
影

響
し
て
く
る
。

　
主
食
用
米
の
作
付
け
農

家
が
増
え
る
の
で
は
。

町
長　
転
作
助
成
に
３
４

０
０
万
円
を
町
独
自
で
継

続
し
、
助
成
す
る
考
え
で

す
。

　

主
食
用
米
が
増
え
れ
ば
、

需
給
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
、

米
価
の
下
落
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

米
は
価
格
弾
力
性
が
極

め
て
低
い
農
産
物
で
す
。

適
切
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
を

保
つ
こ
と
が
基
本
で
す
。

　

町
は
、
米
の
美
味
し
さ

と
質
の
高
さ
を
伝
え
、
消

費
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
販

売
促
進
活
動
な
ど
の
情
報

発
信
を
行
い
、
生
産
と
生

算
が
あ
り
、
生
産
者
が
達

成
し
た
場
合
に
採
択
ポ
イ

ン
ト
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

つ
や
姫
と
雪
若
丸
を
生

産
す
る
農
家
は
、
達
成
す

る
こ
と
が
要
件
で
す
。

質
問　
転
作
互
助
会
を
今

後
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

町
長　
生
産
目
安
達
成
の

た
め
に
、
互
助
会
制
度
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

拠
出
金
や
補
助
金
な
ど

の
内
容
を
精
査
し
、
決
定

し
て
い
き
ま
す
。

生
産
調
整
は
継
続
し
て

産
者
を
守
る
こ
と
に
全
力

投
球
し
ま
す
。

質
問　
山
間
地
域
で
の
農

業
は
、
気
象
条
件
や
農
地

不
利
地
な
ど
営
農
に
格
差

が
広
が
っ
て
い
る
。

　
生
産
コ
ス
ト
の
格
差
是

正
を
実
施
し
、
多
様
な
支

援
が
必
要
で
は
。

町
長　
生
産
活
動
や
コ
ス

ト
格
差
是
正
を
す
る
た
め
、

「
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
制
度
」
を
実
施

し
、
10
団
体
に
交
付
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
農
地
中
間
管

理
機
構
関
連
農
地
整
備
事

業
」
も
予
算
化
が
要
望
さ

れ
、
土
地
改
良
事
業
が
優

遇
さ
れ
ま
す
。

互
助
会
制
度
は
継
続

町
独
自
の
助
成
を
継
続

中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
交
付
金
制
度
で

一般質問

農業と農村の展望は農業と農村の展望は

工事が進む手ノ子地区土地改良事業
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一般質問
環境に優しい
　文化が残るまちづくり
環境に優しい
　文化が残るまちづくり

で
の
家
畜
排
せ
つ
物
の
取

り
扱
い
も
重
要
で
す
。

質
問　
世
界
遺
産
に
値
す

る
と
一
英
国
人
か
ら
評
価

さ
れ
た
こ
と
を
ど
う
考
え

る
か
。

町
長　
ア
ダ
ム
・
フ
ィ
ル

フ
ォ
ー
ド
氏
が
「
英
国
人

か
ら
見
た
飯
豊
の
魅
力
」

と
題
し
た
講
演
で
、
中
津

川
は
世
界
遺
産
に
値
す
る

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
力
と

地
方
創
生
で

○
町
の
環
境
管
理
に
つ
い
て

○
国
登
録
渡
邊
六
郎
兵
衛
家

　
　
　
　
　
　
　
　
長
屋
門
に
つ
い
て

○
消
防
団
員
の
報
酬
は

質
問　
本
町
の
環
境
管
理

は
。

町
長　
平
成
20
年
「
日
本

で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

に
加
盟
し
、
景
観
や
文
化
、

環
境
を
守
る
地
域
づ
く
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

景
観
計
画
策
定
や
条
例

の
準
備
を
進
め
、
将
来
は

文
化
庁
の
「
重
要
文
化
財

的
景
観
」
の
認
定
を
め
ざ

し
ま
す
。
本
年
認
定
さ
れ

た
バ
イ
オ
マ
ス
都
市
構
想

　

外
国
人
の
と
ら
え
方
は
、

多
様
性
が
あ
り
、
直
感
的

に
表
現
す
る
な
ど
、
地
域

住
民
へ
の
思
い
は
目
か
ら

ウ
ロ
コ
と
感
じ
ま
し
た
。

外
国
人
の
視
点
を
地
方
創

生
に
活
用
す
る
こ
と
も
必

要
と
思
い
ま
し
た
。

質
問　
国
登
録
と
な
っ
た

黒
沢
の
渡
邊
六
郎
兵
衛
家

長
屋
門
を
町
管
理
に
し
て

は
。

町
長　
明
治
42
年
に
建
て

ら
れ
た
大
切
な
文
化
財
な

の
で
、
渡
邊
家
全
体
の
保

存
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で

寄
付
を
募
っ
て
対
応
し
、

そ
の
後
に
町
支
援
の
在
り

方
を
検
討
し
ま
す
。

質
問　
消
防
団
員
確
保
の

た
め
に
も
、
報
酬
や
装
備

の
充
実
を
図
る
べ
き
で
は
。

町
長　
日
頃
、
目
を
見
張

る
活
躍
が
あ
り
、
応
分
の

報
酬
を
検
討
し
ま
す
。
西

置
賜
行
政
組
合
と
の
連
携

も
必
要
と
思
い
ま
す
。

　

装
備
に
つ
い
て
は
、

「
消
防
団
の
装
備
の
基

準
」
及
び
「
消
防
団
員
制

服
基
準
」
の
改
正
に
よ
り

順
次
配
備
し
て
い
き
ま
す
。

重
要
文
化
財
的
景
観
の

認
定
を
め
ざ
す

寄
附
で
対
応
し
た
い

一
市
三
町
と
連
携
し
対
応

遠
藤　

忠
議
員

町あげて守れ、国登録の渡邊家長屋門
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○
一
般
会
計
補
正
予
算

　

衆
議
院
議
員
選
挙
に
係

る
も
の
で
、
７
６
７
万
円

を
補
正
し
ま
し
た
。

 

◆
一
般
会
計

 　
補
正
予
算

○
萩
生
城
址
公
園
水
路
工

事
請
負
費
の
追
加
40
万

円
。

○
10
月
22
日
か
ら
23
日
の

台
風
の
影
響
に
よ
り
、

町
道
手
ノ
子
沢
線
路
肩

欠
損
災
害
の
復
旧
業
務

委
託
料
１
０
０
万
円
を

追
加
し
総
額
69
億
９
４

５
９
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
11
月
14
日
第
８
回
臨
時

会
を
開
催
し
、
一
般
会
計

補
正
予
算
、
専
決
処
分
３

件
及
び
工
事
請
負
契
約
の

一
部
変
更
を
審
査
し
、
い

ず
れ
も
全
会
一
致
で
可

決
・
承
認
し
ま
し
た
。

 
◆
専
決
処
分

○
交
通
事
故
に
係
る
損
害

賠
償
の
額
の
決
定

　

８
月
31
日
長
井
市
内
に

お
い
て
、
職
員
が
公
用
車

を
運
転
中
に
起
こ
し
た
交

通
事
故
の
損
害
賠
償
額
を

決
定
し
ま
し
た
。

○
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
　

交
通
事
故
に
係
る
保
険

金
の
歳
入
と
、
損
害
賠
償

金
の
歳
出
13
万
円
を
補
正

す
る
も
の
で
す
。

 

◆
工
事
請
負

 　
契
約
の

 　
一
部
変
更

○
平
成
29
年
度　

道
路
防

犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
の
資

材
納
期
が
遅
延
す
る
た
め
、

工
期
を
平
成
30
年
１
月
31

日
ま
で
延
期
す
る
も
の
で

す
。

ＬＥＤ照明で明るいまちに

表
紙
の
説
明

　
西
部
地
区
公
民
館

で
高
齢
者
学
級
生
と

手
ノ
子
小
児
童
が
ソ

バ
打
ち
教
室
で
交
流

傍聴をお待ちしています
●次回の定例会は ３月です
●インターネットでも見ることができます

臨時会臨時会
台風被害を復旧台風被害を復旧
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象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
後
は
公
民
館
ご
と

や
、
地
区
代
表
者
に
現
状

と
予
定
に
つ
い
て
説
明

し
、
意
見
を
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

教
育
総
務
課

◆
学
校
給
食
調
理
場
で
保

護
者
対
象
の
給
食
試
食
会

を
開
催
し
、
21
名
の
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
務
企
画
課

◆
い
い
で
未
来
サ
ポ
ー
ト

隊
活
動
に
つ
い
て
、
１
月

下
旬
に
報
告
し
ま
す
。

◆
分
校
跡
地
住
宅
団
地
整

備
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

設
定
す
る
協
議
は
現
在
進

行
中
で
す
。

住
民
税
務
課

◆
本
町
の
交
通
安
全
指
導

員
が
、
11
月
28
日
東
北
管

区
交
通
安
全
教
育
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
場
し
、
準
優

勝
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会

◆
小
学
校
再
編
に
つ
い

て
、
第
二
・
手
ノ
子
・
添

川
の
各
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
及

び
幼
児
施
設
代
表
者
を
対

住
宅
基
準
値
を
設
け
、
補

正
を
か
け
て
行
い
ま
す
。

嶋
貫
委
員

　
今
年
は
職
員
の
交
通
事

故
が
多
く
、
登
庁
時
間
ギ

リ
ギ
リ
で
走
っ
て
く
る
人

も
い
る
。
指
導
を
し
っ
か

り
し
て
い
る
の
か
。

嶋
貫
副
町
長

　

全
員
集
め
て
の
話
は
御

用
始
め
と
御
用
納
め
に
注

意
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

交
通
安
全
週
間
な
ど
で
注

意
喚
起
を
し
て
い
ま
す
。

後
藤
総
務
企
画
課
長

　

個
別
に
話
を
し
た
事
例

は
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に

指
導
を
し
て
い
き
ま
す
。

高
橋
委
員

　
空
き
家
対
策
相
談
会
の

内
容
と
、
町
外
所
有
者
に

は
ど
の
よ
う
に
連
絡
す
る

の
か
。

高
橋
特
別
対
策
室
長

　

空
き
家
の
処
理
の
仕
方

や
使
い
方
な
ど
、
全
般
に

わ
た
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
町
外
の
方
も

可
能
で
す
が
、
連
絡
方
法

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報

に
掲
載
す
る
か
、
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
も
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

後
藤
委
員

　
第
一
小
学
校
の
プ
ー
ル

は
い
つ
造
る
の
か
。

後
藤
町
長

　

町
と
し
て
大
型
事
業
が

あ
る
の
で
、
来
る
べ
き
時

期
に
設
置
を
し
ま
す
。

長
沼
委
員

　
若
い
人
達
が
町
内
で
音

楽
活
動
を
行
っ
て
い
る

が
、
発
表
の
場
を
設
け
、

婚
活
に
つ
な
げ
て
は
。

遠
藤
社
会
教
育
課
長

　

把
握
は
し
て
い
な
い
が

今
後
、
活
動
し
て
い
る
若

い
人
が
一
緒
に
発
表
で
き

る
場
を
考
え
て
い
き
ま

す
。

古
山
委
員

　
固
定
資
産
税
の
適
正
課

税
の
調
査
を
し
て
い
る

か
。

川
崎
住
民
税
務
課
長

　

毎
年
国
か
ら
評
価
基
準

が
公
表
さ
れ
、
３
年
に
１

度
評
価
替
え
が
あ
り
ま

す
。
毎
年
の
環
境
変
化
を

考
慮
し
て
計
画
を
見
直

し
、
必
要
な
改
正
を
行
っ

て
い
ま
す
。
大
字
単
位
に

学校給食を試食

各
課
か
ら
の
報
告

質
問
と
答
弁

小学校再編　説明会開催小学校再編　説明会開催
総務文教常任委員会
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枝肉共励会最優秀賞受賞

農
林
振
興
課

◆
米
の
作
況
指
数
は
県
が

１
０
０
、
置
賜
が
99
で
し

た
。

◆
コ
メ
海
外
市
場
拡
大
戦

略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
県
内

で
は
18
社
、
本
町
の
飯
豊

美
米
倶
楽
部
も
参
加
し
て

い
ま
す
。

◆
黒
べ
こ
ま
つ
り
「
冬
の

陣
」
が
１
月
27
日
い
い
で

旅
館
で
、
２
月
３
日
に
物

産
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
平
成
29
年
度
枝
肉
共
励

会
で
添
川
の
横
山
雅
浩
さ

ん
の
牛
が
最
優
秀
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

ま
た
29
年
最
後
に
開
催

さ
れ
た
枝
肉
共
進
会
で
は

高
峰
の
伊
藤
儀
宝
さ
ん
が

飼
育
し
た
牛
が
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
牛
に
輝
き
ま
し
た
。

産
業
連
携
室

◆
屋
台
村
周
辺
活
性
化
協

議
会
を
３
社
で
設
立
し
ま

し
た
。

　

屋
台
村
の
出
店
は
個

人
・
法
人
と
も
１
店
舗
づ

つ
内
定
し
て
い
ま
す
。

地
域
整
備
課

◆
除
雪
は
、
８
社
で
構
成

す
る
企
業
体
、
消
雪
は
地

元
業
者
２
社
に
そ
れ
ぞ
れ

委
託
し
ま
し
た
。

◆
公
的
施
設
と
高
齢
者
宅

を
中
心
に
除
雪
作
業
を
す

る
た
め
、
直
営
班
に
２
名

を
雇
用
し
ま
し
た
。

◆
県
道
九
才
峠
が
、
春
の

融
雪
時
ま
で
通
行
止
め
と

な
り
ま
す
。

後
藤
委
員　
介
護
要
支
援

と
、
要
介
護
に
認
定
さ
れ

て
い
る
人
数
は
。

　
ま
た
、
介
護
予
防
事
業

を
展
開
し
て
認
定
者
は

減
っ
た
か
。

伊
藤
福
祉
課
長　

要
支

援
が
95
名
、
要
介
護
が

４
１
８
名
で
、
合
計

５
１
３
名
が
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

予
防
事
業
は
、
ほ
の
ぼ

の
サ
ロ
ン
や
筋
肉
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
等
を
行
っ
て
お
り
、

効
果
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

菅
野
委
員　
飼
料
米
の
指

数
は
、
置
賜
地
方
の
も
の

か
、
町
独
自
の
も
の
か
。

　
30
年
度
は
７
５
０
０
円

の
交
付
金
が
な
く
な
る
が
、

30
年
度
予
算
で
町
独
自
の

支
援
は
。

伊
藤
農
林
振
興
課
長　
町

は
99
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

　

県
に
併
せ
検
討
し
ま
す
。

鈴
木
委
員　
「
美
の
里
」

職
員
の
待
遇
を
改
善
を
す

べ
き
で
は
。

後
藤
美
の
里
事
務
長　
時

給
制
か
ら
月
給
制
に
し
た

り
、
少
し
づ
つ
改
善
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
退
職
金
制
度
に

加
入
す
る
こ
と
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

井
上
委
員　
森
林
経
営
計

画
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

町
長　
森
林
経
営
計
画
は

重
要
と
聞
い
て
い
ま
す
。

専
属
３
名
を
配
置
し
て
い

る
が
長
期
間
か
か
る
の
で
、

暫
定
境
界
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

遠
藤
委
員　
地
域
づ
く
り

座
談
会
の
あ
り
方
は
。

町
長　
民
間
手
法
を
取
り

入
れ
工
夫
も
必
要
な
時
期

と
考
え
ま
す
。

各
課
か
ら
の
報
告

質
問
と
答
弁

産業厚生常任委員会

２頭が最 優 秀 牛 に２頭が最 優 秀 牛 に
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【
団
】
商
店
街
の
厳
し
い

状
況
は
認
識
し
て
い
る
が
、

魅
力
あ
る
商
店
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
。

　

活
性
化
の
た
め
に
も
、

議
員
の
知
恵
を
拝
借
で
き

な
い
か
。

【
議
】
商
業
だ
け
で
な
く
、

工
業
、
農
業
と
一
緒
に
盛

り
上
げ
て
い
く
べ
き
で
あ

る
。
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
発
行
も
有
効
と
思
う
。

若
い
世
代
が
町
内
で
買
い

物
が
で
き
る
環
境
整
備
を

行
う
べ
き
。

【
団
】
県
産
木
材
を
使
っ

た
住
宅
の
補
助
金
は
、
使

い
や
す
い
の
で
、
制
度
に

で
き
な
い
か
。

【
議
】
県
の
補
助
に
町
が

上
乗
せ
す
る
制
度
で
あ
り
、

年
度
を
ま
た
ぐ
と
制
限
が

あ
る
の
で
、
上
手
に
活
用

し
て
ほ
し
い
。

【
団
】
屋
台
村
に
は
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し

て
い
る
が
、
出
店
す
る
方

は
承
知
し
て
い
な
い
。
内

容
は
、
委
託
を
受
け
て
い

る
協
議
会
で
検
討
さ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
商
工
会

の
役
割
に
つ
い
て
町
か
ら

相
談
は
な
い
が
、
ど
う
対

処
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

【
議
】
新
し
く
取
り
組
む

勇
気
も
必
要
で
あ
り
、
協

議
会
を
構
成
す
る
セ
ル

カ
・
エ
ル
ベ
・
ホ
テ
ル
ス

ロ
ー
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
が
商
工

会
に
助
言
を
求
め
る
よ
う

に
な
れ
ば
よ
い
の
で
は
。

　

特
に
、
山
形
大
学
ｘ
Ｅ

Ｖ
関
連
で
活
用
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
努
力
す
べ
き

で
あ
る
。

飯
豊
町
商
工
会
と
の
主
な
も
の

意 見 交 換 会意 見 交 換 会 意 見 交 換 会意 見 交 換 会

地域・団体の地域・団体の 課題を話し合い課題を話し合い
　
各
種
団
体
や
グ
ル
ー
プ

と
、
町
づ
く
り
の
課
題
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
た

め
に
、
議
員
と
の
意
見
交

換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昨
年
ま
で
は
、
議
会
で

お
願
い
し
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
か
ら
、
よ

り
町
民
の
方
々
が
日
頃
考

え
て
い
る
こ
と
や
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
、
細
部
に
わ
た
っ
て
話

し
合
い
を
す
る
た
め
、
希

望
す
る
団
体
か
ら
の
申
し

込
み
に
よ
り
実
施
し
ま
し

た
。

　
そ
の
結
果
、
３
団
体
か

ら
申
し
込
み
が
あ
り
、
議

員
全
員
が
出
席
し
て
、
意

見
の
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

各
団
体
等
か
ら
の
主

な
質
問
、
要
望
等
を

【
団
】
、
議
会
の
回
答
、

対
応
等
を
【
議
】
と
表

し
、
報
告
し
ま
す
。

開　催　日　時 団　体　名 参　加　者　数

１１月２４日（金）午後３時～ 飯豊町商工会 １１名

１１月２５日（土）午後６時～ 東部地区活性化協議会 １１名

１１月２８日（火）午後７時～ 黒沢区協議会 １６名

意見交換会開催団体・日程等
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【
団
】
少
子
高
齢
化
時
代

が
進
み
、
今
後
、
集
落
や

地
域
で
の
行
事
等
が
で
き

な
く
な
る
。
地
域
と
行
政
、

議
会
が
一
体
と
な
っ
て
、

将
来
の
構
想
を
つ
く
る
べ

き
で
は
。

【
議
】
人
口
が
年
々
減
少

す
る
中
で
、
こ
れ
か
ら
町

と
し
て
何
を
目
標
に
ど
う

対
応
す
べ
き
か
分
か
ら
ず

心
配
で
あ
る
。

　

若
者
が
本
町
に
残
り
、

定
住
で
き
る
条
件
づ
く
り

や
、
住
み
続
け
た
い
町
づ

く
り
の
た
め
、
三
者
一
体

と
な
っ
て
議
論
し
、
条
件

整
備
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
早
急
な
課
題
で
あ
る
。

【
団
】
眺
山
周
辺
に
展
開

予
定
の
バ
イ
オ
ガ
ス
事
業

内
容
は
。

　

ま
た
、
環
境
衛
生
面
に

問
題
は
な
い
か
。

【
議
】
国
か
ら
飯
豊
町
が

要
望
し
て
い
る
住
宅
団
地

が
よ
う
や
く
実
現
さ
れ
る

が
、
そ
の
内
容
は
。

【
議
】
豆
腐
工
房
の
東
側

に
、
７
５
８
１
㎡
の
面
積

を
取
得
し
、
団
地
造
成
を

進
め
て
い
る
。

　

用
地
は
全
て
契
約
済
み

で
あ
り
、
一
区
画
95
㎡
か

ら
１
２
７
㎡
で
、
15
区
画

を
分
譲
予
定
し
て
い
る
。

【
団
】
座
談
会
の
お
り
、

町
長
か
ら
山
形
大
学
ｘ
Ｅ

Ｖ
関
連
事
業
の
３
年
後
を

見
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ

た
。

　

金
は
か
か
る
が
、
雇
用

が
増
え
町
の
知
名
度
ア
ッ

プ
に
期
待
し
た
い
。
し
か

し
、
結
果
が
大
切
で
あ

る
。

【
議
】
ご
意
見
と
し
て
伺

い
ま
す
。

【
団
】
議
員
活
動
の
評
価

を
し
て
い
る
が
、
自
己
評

価
か
。
ま
た
、
任
期
中
に

目
標
を
達
成
で
き
る
の

か
。

【
議
】
自
分
で
評
価
し
た

も
の
で
、
残
さ
れ
た
２
年

で
目
標
達
成
に
努
め
て
い

く
。

【
団
】
今
の
議
員
報
酬
額

で
満
足
し
て
い
る
か
。

【
議
】
生
活
給
で
な
い
た

め
、
若
い
勤
労
者
が
立
候

補
で
き
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

　

年
金
制
度
や
社
会
保
険

制
度
の
確
立
が
必
要
と
考

え
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
に

認
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

民
間
で
「
バ
イ
オ
ガ
ス
発

電
事
業
」
を
実
施
す
る
も

の
。

　

家
畜
排
せ
つ
物
な
ど
か

ら
バ
イ
オ
ガ
ス
を
生
成
し
、

そ
れ
を
燃
や
し
て
発
電
す

る
方
法
に
よ
り
、
電
気
や

熱
を
生
み
出
す
も
の
で
あ

る
。

　

全
て
密
閉

さ
れ
た
槽
で

行
う
た
め
、

肥
料
な
ど
に

す
る
場
合
と

異
な
り
、
臭

気
を
抑
え
ら

れ
る
な
ど
、

環
境
を
良
く

す
る
た
め
の

取
り
組
み
で

あ
る
。

【
団
】
東
部

地
区
で
長
年

東
部
地
区
活
性
化
協
議
会
と
の
主
な
も
の

黒
沢
協
議
会
と
の
主
な
も
の

意 見 交 換 会意 見 交 換 会 意 見 交 換 会意 見 交 換 会

地域・団体の地域・団体の 課題を話し合い課題を話し合い
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認知症になっても自宅で介護

大学改革の説明を

　

平
成
29
年
12
月
４
日
か

ら
５
日
ま
で
の
２
日
間
、

東
京
衆
議
院
第
一
議
員
会

館
で
中
央
研
修
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
地
域
未
来
投

資
促
進
法
に
つ
い
て
、
経

済
産
業
省
・
地
域
未
来
投

資
促
進
室　

課
長
補
佐　

善
明
岳
大
氏
よ
り
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

本
町
に
関
係
の
あ
る
、

山
形
大
学
ｘ
Ｅ
Ｖ
飯
豊
研

究
所
関
連
の
貸
し
工
場
建

設
に
は
、
支
援
措
置
は
な

い
が
、
民
間
企
業
と
一
緒

　

議
員
活
動
の
一
環
と
し

て
、
毎
年
実
施
し
て
い
る

自
主
研
修
会
を
、
１
月
12

日
「
あ
〜
す
」
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

長
井
市
の
医
療
法
人
杏

山
会　

𠮷
川
記
念
病
院
院

長　

𠮷
川　

順
氏
よ
り

「
認
知
症
と
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
」
と
題
し
、
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
本

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
取
り

組
め
ば
支
援
出
来
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
民

間
企
業
の
設
備
投
資
と
地

元
企
業
の
増
築
に
も
、
支

援
措
置
は
可
能
で
あ
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

二
日
目
は
、
専
門
職
大

学
・
専
門
職
短
期
大
学
制

度
化
に
つ
い
て
、
文
部
科

学
省
高
等
教
育
局
の
渋
谷

秀
幸
氏
と
三
木
仁
史
氏
に

説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

専
門
職
大
学
・
短
期
大

学
の
本
町
設
置
は
、
良
い

こ
と
と
考
え
ら
れ
る
が
、

人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、

で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
た
め
に
、
早
期
診
断
、

早
期
対
応
に
向
け
た
支
援

体
制
を
構
築
す
る
た
め
御

尽
力
な
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

チ
ー
ム
の
対
象
者
は
、

40
才
以
上
で
在
宅
で
生
活

し
、
認
知
症
が
疑
わ
れ
る

人
ま
た
は
認
知
症
の
人
で
、

校
舎
建
築
な
ど
の
支
援
措

置
は
な
い
。
ま
た
、
国
か

ら
自
治
体
に
対
し
て
も
支

援
は
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

自
己
資
金
・
寄
付
金
等

で
大
学
を
設
置
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
開
校
に
は
多

額
の
資
金
が
必
要
と
思
わ

れ
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
な
い
人
や
中
断
し
て
い

る
人
だ
そ
う
で
す
。

　

い
ず
れ
誰
も
が
老
い
、

身
体
の
健
康
と
同
じ
く
認

知
症
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
、

施
設
に
入
所
し
な
け
れ
ば

と
心
配
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
𠮷
川
先
生
に
支

援
チ
ー
ム
の
こ
と
を
お
話

し
い
た
だ
き
、
安
堵
し

た
人
も
数
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
議
会
運
営
委
員
会
研
修

専
門
職
短
期
大
学
は
寄
附
等
で
設
置

議
会
自
主
研
修
会

認
知
症
は
早
期
診
断
で

議会活動に生かす議会活動に生かす
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鈴木敏夫

後藤恵一郎

長沼桂子

菅野富士雄遠藤　忠

井上　南
それぞれが
夢を持てる町づくり

嶋貫栄助
健康第一、
　チャレンジ

地域の絆を深め、
　　　　活性化を

チャレンジ
　夢信じて進む

背伸びせず
〝いいで〟らしい町に

古山繁巳
今年も老若男女
　すべてにやさしく

しっかり！！
地に足をつけて

今年も皆様の
　聞き役として

髙橋亨一
今年のテーマ
　「町民のために」

新年あけまして
　　おめでとうございます
新年あけまして
　　おめでとうございます

平成30年

　
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
ま

た
新
た
な
一
年
が
始
ま
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
の
干
支
は
戌
。

犬
は
誰
に
で
も
好
か
れ
、
愛

犬
と
し
て
飼
っ
て
い
る
家
庭

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
犬
は
お
産
が
軽
い
こ
と

か
ら
、
安
産
に
つ
い
て
は

「
戌
の
日
」
が
吉
日
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
今
年
は
子
ど
も
が
大
勢
生

ま
れ
、
町
が
に
ぎ
わ
う
こ
と

を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
議

員
９
人
、
知
恵
を
出
し
合

い
、
力
を
結
集
し
て
、
町
民

の
方
々
が
暮
ら
し
や
す
い
町

〝
い
い
で
〟
づ
く
り
に
頑
張

り
ま
す
。

　
ま
た
、
議
会
に
与
え
ら
れ

て
い
る
行
政
へ
の
監
視
機
能

を
十
分
に
発
揮
し
な
が
ら
、

政
策
提
言
を
行
い
、
将
来
と

も
夢
の
あ
る
明
る
い
町
に
な

る
よ
う
邁
進
し
ま
す
。

　
議
員
一
同
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編
集
後
記

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

「
開
か
れ
た
議
会
」
を

目
指
す
一
つ
と
し
て
、
意

見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
夜
間
に
も
か
か
わ
ら

ず
多
数
の
参
加
を
頂
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
に

町
民
の
貴
重
な
ご
意
見
と

ご
要
望
を
取
り
ま
と
め
、

記
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
下
さ
い
。

　

町
民
皆
様
の
声
を
大
切

に
、
よ
り
良
い
町
づ
く
り

を
議
員
一
同
努
力
し
て
参

り
ま
す
。
今
年
度
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。　
　

（
髙
橋　

記
）

発
行
責
任
者

　
議
長
　
後
藤
惠
一
郎

委
員
長
　
井
上
　
　
南

副
委
員
長
　
髙
橋
　
亨
一

委
　
員
　
長
沼
　
桂
子

　
　
　
　
菅
野
富
士
雄

　
　
　
　
古
山
　
繁
巳

　
　
　
　
遠
藤
　
　
忠

　

平
成
29
年
11
月
14
日
定

例
会
を
開
催
し
、
28
年
度

各
会
計
決
算
を
認
定
、
29

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、

消
防
特
別
会
計
補
正
予
算

の
２
議
案
を
審
査
し
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
決
算
は
、
歳

入
34
億
３
５
４
０
万
円

　

12
月
27
日
臨
時
会
を
開

催
し
、
条
例
の
一
部
改
正

及
び
一
般
会
計
補
正
予
算

を
審
査
し
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。 置

賜
広
域
行
政
事
務
組
合

置
賜
広
域
病
院
企
業
団

　

10
月
31
日
定
例
会
を
開

催
し
、
28
年
度
病
院
事
業

会
計
決
算
と
、
29
年
度
補

正
予
算
等
を
審
査
し
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で

手
数
料
条
例
が
改
正
さ
れ
、

非
紹
介
患
者
初
診
加
算
料

が
倍
増
し
ま
す
。
（
30
年

４
月
１
日
よ
り
）

西
置
賜
行
政
組
合

紹介状をお持ち下さい紹介状をお持ち下さい
置 賜 広 域 病 院

歳
出
33
億
７
８
３
４
万

円
で
翌
年
度
繰
越
額

５
７
０
６
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は

管
内
各
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
施
設
管
理
事
業
費

等
９
０
３
万
円
を
減
額
し

31
億
７
７
５
４
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

28
年
度
の
総
収
支
は

基
幹
病
院
の
純
利
益
が

大
き
く
伸
び
た
の
に

伴
い
、
対
前
年
比
で

４
億
２
６
１
０
万
円
の
改

善
と
な
り
純
損
か
ら
純
利

益
に
転
じ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
医
業
収
益
に

つ
い
て
は
、
診
療
単
価
が

増
加
し
、
入
院
患
者
数
の

大
き
な
減
少

で
、
全
体
で

１
・
６
％
の

減
収
と
な
り

ま
し
た
。

　

次
年
度
よ

り
、
診
療
収

入
確
保
の
た

め
に
、
７
対

１
看
護
体
制

を
整
備
し
ま

す
。

充実する救急搬送

　

今
年
度
は
消
防
飯
豊
分

署
に
高
規
格
救
急
自
動
車

が
配
備
さ
れ
、
さ
ら
に
町

民
の
安
全
に
寄
与
さ
れ
ま

す
。


